
i n f o r m a t i o n

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

こ
の
広
報
伊
万
里
と
一
緒
に
配

布
し
て
い
る
『
平
成
30
年
度
予
算

特
集
号
』
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
次
の
意
見
書
は
、
衆
議
院
議
長
、

参
議
院
議
長
、
内
閣
総
理
大
臣
な

ど
関
係
者
に
送
付
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

■
少
人
数
教
育
の
推
進
と
教
育
予

算
の
拡
充
を
求
め
る
意
見
書

■
子
ど
も
の
命
を
守
る
児
童
虐
待

防
止
対
策
の
強
化
を
求
め
る
意

見
書

■
特
別
委
員
会
設
置
に
関
す
る

決
議

　
左
の
表
の
と
お
り
、
２
つ
の
特

別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
が
３
日
間
行
わ
れ
、

市
政
に
関
す
る
諸
問
題
に
つ
い

て
、
18
人
の
議
員
か
ら
41
項
目
に

お
よ
ぶ
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

■
税
条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例

　
地
方
税
法
な
ど
の
改
正
に
伴
い
、

個
人
市
民
税
に
関
す
る
控
除
の
見

直
し
や
、
た
ば
こ
税
の
税
率
引
き

上
げ
と
加
熱
式
た
ば
こ
の
課
税
方

式
の
見
直
し
、
中
小
企
業
が
導
入

す
る
先
端
設
備
へ
の
固
定
資
産
税

の
課
税
の
特
例
の
創
設
な
ど
を
行

う
た
め
、
改
正
し
た
も
の
で
す
。

■
留
守
家
庭
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

　
大
坪
第
４
児
童
ク
ラ
ブ
を
開
設

す
る
と
と
も
に
、
南
波
多
児
童
ク

ラ
ブ
の
位
置
を
変
更
す
る
た
め
、

改
正
し
た
も
の
で
す
。

議

会

報

告

■
平
成
30
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

　
一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
算

に
、
そ
れ
ぞ
れ
12
億
１
９
８
２
万

７
０
０
０
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
は
、
２
５
５
億

５
１
６
７
万
１
０
０
０
円
と
な
り

ま
し
た
。

■
平
成
30
年
度
公
共
下
水
道
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
地
方
公
営
企
業
法
適
用
に
伴
う

企
業
会
計
シ
ス
テ
ム
の
導
入
な
ど

を
行
う
た
め
、
１
億
７
３
０
８
万

５
０
０
０
円
を
追
加
し
、
補
正

後
の
予
算
総
額
は
、
23
億
54
万

８
０
０
０
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
平
成
30
年
度
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１

号
）

　
南
波
多
町
井
手
野
地
区
の
処

理
場
の
機
能
更
新
な
ど
を
行
う

た
め
、
２
６
４
０
万
円
を
追
加

し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
は

１
億
４
８
５
９
万
２
０
０
０
円
と

な
り
ま
し
た
。

※
平
成
30
年
度
予
算
の
概
要
は
、

条
例
議
案

◎多久島     繁
○前 田   敏 彦

香 月   孝 夫
舩 津   賢 次
松 尾   雅 宏
草 野   　 譲
笠 原   義 久

◎梶 山   　 太
○弘 川   貴 紀

前 田   邦 幸
力 武   勝 範
東 　   真 生
松 永   孝 三
渡 邊   英 洋

特別委員会
◎は委員長、○は
副委員長、敬称略

地 方 創 生
調査特別委員会

決
　
議

一
般
市
政
に
対
す
る
質
問

予
算
議
案

意
見
書

議 会 基 本 条 例
推進特別委員会

　
平
成
30
年
伊
万
里
市
議
会
第
２
回
定
例
会
が
６
月
18
日
か
ら

７
月
４
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、条
例
議
案
２
件
、

一
般
議
案
１
件
、
予
算
議
案
４
件
、
報
告
６
件
、
意
見
書
案
２

件
な
ど
の
審
議
の
ほ
か
、
第
２
回
臨
時
会
で
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
特
別
職
の
職
員
の
退
職
手
当
の
特
例
に
関
す
る
条
例
議

案
の
審
議
、一
般
市
政
に
対
す
る
質
問
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

審
議
の
結
果
、提
出
議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
30
年
第
２
回
定
例
会
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インフォメーション

児童扶養手当

■ひとり親家庭等医療費助成とは

母子・父子家庭の父母とその養育
する児童、父母のいない児童が、
健康保険により医療機関で診療を
受けた場合、医療費の自己負担の
一部を助成します。

● 助成対象者
▷母子・父子家庭の父母

20 歳未満の児童を養育してい
る人

▷児　童
18 歳に達した日以後の最初の
３月 31 日までの間にある人

※所得制限などがあります。
● 助成額

受給資格者が医療機関などで受
診し、支払った一部負担金から
入院・外来を問わず１人１月
500 円を控除した額

● 助成金申請の期限
医療機関などで受診した月の翌
月から起算して１年以内

● 新規申請（随時受付）
認定を受けると、申請した日の
診療分から助成します。

■特別児童扶養手当とは

特別児童扶養手当は、身体・知的ま
たは精神に中度以上の障害がある
20 歳未満の児童を養育している父
もしくは母、または養育者に支給さ
れます。該当する児童がいる母子
家庭などには、児童扶養手当と併
せて支給されます。ただし、対象と
なる児童が児童福祉施設などに入
所している場合は支給されません。
※所得制限などがあります。

● 手当額（月額）
▷障害１級該当児童・１人につき

51,700 円
▷障害２級該当児童・１人につき

34,430 円
※所得制限によって、支給停止に

なる場合があります。
● 次の場合は、届け出が必要です
▷対象児童が福祉施設などに入所

したとき
▷対象児童または受給者が住所を

変更したとき
▷対象児童の障害の程度が変わっ

たとき
▷引き続き手当を受けようとする

とき（再診断）
● 新規申請（随時受付）

県知事の認定を受けると、申請し
た月の翌月分から支給されます。

■児童扶養手当とは

児童扶養手当は、父母の離婚や父または
母の死亡などにより、18歳に達した日以
後の最初の３月 31日までの間にある児童
または 20歳未満の障害児を養育している
ひとり親家庭の父もしくは母、または養
育者に支給されます。
※所得制限などがあります。

● 手当額（月額）
▷全額支給の場合　　　　  42,500 円
▷一部支給の場合

10,030 円～ 42,490 円
▷加算額
 ○ 第２子
　（全額支給の場合）　　　  10,040 円
　（一部支給の場合）

5,020 円～ 10,030 円
 ○ 第３子以降・１人につき
　（全額支給の場合）　　　　 6,020 円
　（一部支給の場合）

3,010 円～ 6,010 円
※本人および同居の家族の所得によっ

て、手当額が算定されます。
● 次の場合は、届け出が必要です
▷受給者や対象児童が婚姻（事実婚を含

む）したとき
▷受給者や対象児童が公的年金を受ける

ようになったとき
▷対象児童が受給者の生計と別になった

とき
▷児童または受給者が住所を変更したとき
▷対象児童の人数が変更になったとき
● 支給制限

父または母である受給資格者に対する
手当は、支給開始月から５年または支
給要件に該当した月（父子家庭の場合
は、平成 22 年８月１日から起算）か
ら７年を経過したときは、手当額が２
分の１になります。就業または求職活
動、就業が困難なことなど、いずれか
証明できる書類を提出するとこれまで
の手当と同じ額が支給されます。

● 新規申請（随時受付）
認定を受けると、申請した月の翌月
分から支給されます。

特別児童扶養手当 ひとり親家庭等
医療費助成

ご存じですか　子育てを応援する制度

現在受給している人は、現況届・更新手続きを忘れずに！
※該当する人には、事前に通知します。

● 受付期間
　８月 13 日（月）〜 24 日（金）
　午前８時 30 分〜午後５時 15 分

※土・日曜日は、除きます。
● 受付・問合先
▷児童扶養手当、ひとり親家庭等医療費助成

　福祉課子育て支援係（　 ☎㉓２３１０）

▷特別児童扶養手当

　福祉課社会福祉係（　 ☎㉓２１５６）
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インフォメーション

※詳細は、『平成 30 年度伊万里市職員採用試験案内』で確認してください。

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

一般事務Ａ 10 人程度
昭和 63 年４月２日か
ら平成 13 年４月１
日までに生まれた人

ー

一般事務Ｂ
（ＩＴ経験）

１人程度
昭和 63 年４月２日
以降に生まれた人

ＩＴ企業などにおいて、システムエンジニア
などの業務経験が平成 30 年７月末現在、通
算して５年以上ある人

一般事務Ｃ
（身体障害者）

１人程度
昭和 63 年４月２日か
ら平成 13 年４月１
日までに生まれた人

次の条件のすべてを満たす人
①身体障害者手帳の交付を受け、その障害の

程度が１級から６級までの人
②介護者なしに職務遂行が可能な人
③活字印刷文による出題および口頭による面

接試験に対応が可能な人

幼教・
保育士

１人程度
平成３年４月２日以
降に生まれた人

幼稚園教諭と保育士の両方の資格取得者、ま
たは平成 31 年３月 31 日までに両方の資格
取得見込みの人

文化財担当職 １人程度
昭和 63 年４月２日
以降に生まれた人

考古学や発掘調査に関する専門的知識を有す
る人で、学芸員資格取得者、または平成 31
年３月 31 日までに取得見込みの人

土　木 １人程度
昭和 63 年４月２日か
ら平成 13 年４月１
日までに生まれた人

ー

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格

す
べ
て
の
試
験
区
分
で
学
歴
を
問
い
ま
せ
ん
。

ま
た
、
住
所
要
件
も
あ
り
ま
せ
ん
。

伊万里の明日を担う市職員を募集します

■受付期間
　８月１日（水）〜 20 日（月）

　（土・日曜日、祝日を除く 午前８時 30 分〜午後５時 15 分）
※郵送の場合は、８月 20 日の消印のあるものまで有効
■１次試験
● 試験日　　９月 16 日（日）
● 試験会場　市民センター
● 試験内容
▷一般事務Ａ・C、幼教・保育士
　高等学校卒業程度の教養試験
▷文化財担当職、土木
　高等学校卒業程度の教養試験、専門試験
▷一般事務 B
　民間企業などでの職務経験を勘案した書類審査

■申込書・試験案内の請求
▷８月１日以降に総務課で配布します。
▷郵送での請求は、封筒に『職員採用試験申込書請求』
　と朱書きし、120 円切手を貼った あて先明記の返信用封

筒（角形２号・Ａ４サイズ）を同封してください。
▷市のホームページから様式をダウンロードすることもで

きます。

■申込・問合先
　〒 848-8501
　伊万里市立花町1355番地１
　伊万里市役所総務課職員係
　（　☎㉓２１２７）

私たちと一緒に働きませんか
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インフォメーション

伊万里有田共立病院／伊万里・有田消防組合の職員を募集します

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

消防士 ４人程度

Ⓐ平成３年４月２
日から平成 13 年
４月１日までに生
まれた人

※�救急救命士免許
を 有 す る 人 は、
平成元年４月２
日 か ら 平 成 11
年４月１日まで
に生まれた人

①平成 30 年４月１日現在、伊万里市または有田町に住民登録をし、
引き続き居住している人

②伊万里市または有田町に居住していた人で、当時生計を同じくして
いた２親等以内の親族（①に該当）を残し、市外または町外に居住
している人（学生、U ターン希望者）

※①または②のいずれかに該当（救急救命士免許を有する人は除く）
し、採用後に伊万里市または有田町に居住することができる人に限
ります。

③普通自動車第１種運転免許（オートマチック車限定は除く）取得者、
または平成 31 年３月 31 日までに取得見込みの人

④視力は、両眼で 1.0 以上、かつ一眼でそれぞれ 0.3 以上であるこ
と（視力矯正を含む）。赤色、青色および黄色の色彩の識別ができ
ること。また、聴力が正常であること。

■採用試験区分・採用予定人数・受験資格
▷伊万里有田共立病院

試験区分 予定人数 年齢制限 その他の受験資格

薬剤師 ５人
昭和 39 年４月２日
以降に生まれた人

薬剤師の免許取得者、または平成 31 年３月 31 日までに免許取得見
込みの人

診療放射線
技師

２人
平成元年４月２日
以降に生まれた人

診療放射線技師の免許取得者、または平成 31 年３月 31 日までに免
許取得見込みの人

▷伊万里・有田消防組合

※詳細は、『平成 30 年度伊万里・有田地区医療福祉組合職員採用試験案内』で確認してください。

■受付期間
　８月１日（水）〜 17 日（金）

　（土・日曜日、祝日を除く 午前８時 30 分〜午後５時 15 分）
※郵送の場合は、８月 17 日の消印のあるものまで有効
■１次試験
● 試験日　９月 16 日（日）
● 試験会場
▷伊万里有田共立病院
　県立佐賀工業高等学校（佐賀市）
▷伊万里・有田消防組合
　市民会館　第１会議室
● 試験内容
▷伊万里有田共立病院、伊万里・有田消防組合
　高等学校卒業程度の教養試験

■申込書・試験案内の請求
▷下記で配布します。
▷郵送での請求は、封筒に『採用試験申込書請求』と朱書
　きし、120 円切手を貼ったあて先明記の返信用封筒（角

形２号・Ａ４サイズ）を同封してください。
▷伊万里・有田消防組合ホームページから様式をダウン

ロードすることもできます（伊万里・有田消防組合職員）。

■申込・問合先
▷伊万里有田共立病院

〒 849-4193　有田町二ノ瀬甲 860 番地
伊万里有田共立病院事務局 （☎㊻２１２１）

▷伊万里・有田消防組合
　〒 848-0027　伊万里市立花町 1355 番地 3
　伊万里・有田消防本部総務課総務係（☎㉓２１１６）

※平成 30 年度の救急救命士国家試験を受験予定の人は、Ⓐの年齢制限となります。
※詳細は、『平成 30 年度伊万里・有田消防組合職員採用試験要綱』で確認してください。
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インフォメーションインフォメーション

● 問合先　情報広報課市民サービス係（ 　☎㉓２１３３）

平成 29 年度　情報公開制度・個人情報保護制度の運用状況

■ 開示請求（４件）の内訳
▷土地に関する誤り等訂正申出書に関する書類一式
▷地籍調査票
▷国土調査で最終的に了承した人の氏名が分かるもの
▷立ち会いが分かるもの、調査番号が分かるもの、筆界を了

承した事が分かるもの

※その他軽易な個人情報の開示（66 件）

請  求  件  数 23 件

処理状況

公　開 14 件

一部公開 5 件

非公開 3 件

取下げ 1 件

不 服 申 立 て 0 件

実施機関 情報公開請求件数 軽易な情報公開件数

市　長

総務部 7 件 298 件

政策経営部 2 件 0 件

市民部 1 件 0 件

産業部 1 件 2 件

建設部 10 件 502 件

水道事業管理者 0 件 488 件

議　会 1 件 0 件

農業委員会 1 件 0 件

計 23 件 1,290 件

諮問件数 答申件数

14 件 12 件

■個人情報保護審査会の状況

■情報公開請求の処理状況 ■実施機関別請求状況

※答申件数 12 件のうち２件は平成 28 年度中の諮問

に対するもの

◆伊万里市個人情報保護審査会
　市が保有する情報を目的外利用・外部提供などをする場合は、審査会で諮問・答申します。

◆◇ 情報公開制度 ◇◆

◆◇ 個人情報保護制度 ◇◆

■ 情報公開請求（23 件）の内訳
▷里道・水路の譲与図面（法定外公共物特定図面）（４件）
▷決議案第１号　元号制の法制化に関する決議、伊万

里市議会会議録　昭和 52 年第３回定例会
▷宅地造成に関わる資料（利用計画図・決定通知書・

協議書鑑）
▷水難事故に係る佐賀地方裁判所の判決書謄本写し
▷平成 27 年度　固定資産評価替えに係る鑑定評価書、

標準宅地と該当地との街路価形成要因の比較
▷波多津町全域の小字一覧図
▷新天町の土地の資料（基準点・出来形重図、面積（座

標法）計算書、画地原子表、出来形確認測量図、区
域図兼出来形確認測量図一覧図）

▷市道府招・藤川内線（府招工区）の供用に伴う計画図
▷市の平成 29 年１月１日の地番・筆界図の現況図デ

ータ、伊万里市の土地・家屋課税台帳や土地・家屋
価格等縦覧帳簿などに登録された『土地の所在・地番・
地目・地積』・『家屋の所在・地番・家屋番号・種類・
構造・床面積・新築年月日』の登記事項一覧データ（電
磁的記録）の複製

▷土地開発協議書に記載されている工期および計画平
面図、断面図

▷土地開発協議書に記載されている鑑、求積図

▷伊万里みなと祭り 2017（伊万里港開港 50 周年記念式典）
に関して、収入・支出に関する一切の資料（収入の内訳、
支出ー決裁、領収書、その他支出を証明するもの、収入・
支出が記帳された通帳）

▷伊万里みなと祭り 2017 における収入・支出に関する一切
の資料のうち、時間外手当について

▷伊万里みなと祭り 2017（伊万里港開港 50 周年記念式典）
に関して、実行委員会の第１回〜最終回の議事録、フォレ
ストイン伊万里で行われたレセプションの次第、みなと祭
りの記録写真

▷市道府招・藤川内線　計画平面図
▷農業振興地域の整備に関する農用地利用計画変更申請書お

よびその添付書類、農業振興地域の整備に関する農用地利
用計画変更決定通知書

▷農地法第５条の規定による許可申請書およびその添付書類
▷市が出資している伊万里情報センター株式会社の決算書類
（平成 27 年３月期、平成 28 年３月期、平成 29 年３月期
の各貸借対照表、損益計算書、販売費および一般管理費、
株主資本等移動計算書）

▷社会福祉法人長生会の平成 26 年度資金収支計算書、平成
26 年度貸借対照表

▷市住所大字一覧（住所として認められる公称地名）【取下げ】
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インフォメーションインフォメーション

↑昨年のリサイクルフェア
　の様子

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
研
修
事
業
に
助
成
し
ま
す

　
地
域
づ
く
り
の
リ
ー
ダ
ー
を
養

成
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
市
民
の

皆
さ
ん
が
主
体
的
に
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
に
行
う
研
修
事
業
に
つ
い

て
助
成
し
ま
す
。

■
募
集
事
業
　
伊
万
里
市
の
活
性

化
に
貢
献
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る

人
材
育
成
の
た
め
の
以
下
の
事
業

▽
研
修
参
加
事
業

▽
視
察
研
修
事
業

▽
研
修
主
催
事
業

※
政
治
活
動
・
宗
教
活
動
・
営
利

活
動
に
関
す
る
研
修
、
受
講
者

個
人
の
み
が
利
益
を
受
け
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
研
修
、
団

体
な
ど
が
福
利
厚
生
の
た
め

に
実
施
す
る
研
修
、
市
か
ら

他
に
補
助
や
助
成
を
受
け
て

参
加
す
る
研
修
は
除
き
ま
す
。

■
対
　
象

▽
市
内
在
住
の
個
人

▽
市
内
在
住
の
１
人
以
上
の
成
人

を
含
む
３
人
以
上
で
構
成
さ
れ
、

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
し
て

い
る
人
が
過
半
数
を
占
め
て
い

る
団
体

■
補
助
対
象
・
限
度
額

　
下
表
の
と
お
り

■
応
募
方
法

　
応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

対象事業 対象経費 補助限度額

研修会
などへ
の参加

旅費（交通費・宿泊費な
ど）、テキスト・資料代、
受講料など

補助対象経費の３
分の２以内とし、
１人当たり 30 万
円を限度とする

研修会
などの
開催

講師などの謝金や旅費、消
耗品費、通信運搬費、広告
宣伝費、印刷製本費、会場・
機器などの使用料など

補助対象経費の２
分の１以内とし、
１事業当たり 10
万円を限度とする

※
応
募
用
紙
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
、

各
町
（
地
区
）
公
民
館
、
市
民
セ

ン
タ
ー
、
市
民
図
書
館
、
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
に
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
応
募
締
切

　
８
月
24
日
（
金
）
必
着

■
参
加
者
の
決
定

　
応
募
書
類
を
も
と
に
選
考
し
、

通
知
し
ま
す
。
な
お
、
応
募
状
況

に
よ
っ
て
は
、
審
査
会
へ
の
出
席

を
求
め
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●

問
合
先  

ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）

　
不
用
な
日
用
品
や
雑
貨
な
ど
を

持
ち
寄
っ
て
出
店
し
ま
せ
ん
か
。

●

日
　
時
　
９
月
23
日
（
日
・
祝
）

　
午
前
９
時
〜
正
午

●

場
　
所
　
市
役
所
裏
の
公
用
車

車
庫
と
そ
の
周
辺

●

出
店
資
格  

リ
サ
イ
ク
ル
に
興
味

を
持
つ
市
内
在
住
の
個
人
や
団

体
（
18
歳
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

●

出
店
料
　
無
　
料

●

応
募
方
法
　
環
境
課
に
備
え
付

け
の
用
紙
に
記
入
し
て
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

※
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

募
集
区
画
数
（
先
着
順
）

　
25
区
画
程
度
（
幅
２
・
５
㍍
、
奥

行
６
㍍
、
屋
根
あ
り
）

●

募
集
期
間

８
月
８
日
（
水
）
〜
24
日
（
金
）

●

応
募
・
問
合
先

　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア

バ
ザ
ー
出
店
者
募
集

市
民
活
動
団
体
を
応
援
し
ま
す

自
分
た
ち
の
市
民
活
動
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
せ
ん
か

■
Ｐ
Ｒ
方
法

▽
市
民
活
動
団
体
の
情
報
を
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

▽
掲
載
さ
れ
た
団
体
の
情
報
を
取

り
ま
と
め
た
『
市
民
活
動
団
体

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』
を
作
成
し
、

掲
載
さ
れ
た
各
団
体
・
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
・
市
民
図
書
館
・
各

町
（
地
区
）
公
民
館
な
ど
に
配

布
し
ま
す
。

■
申
込
方
法

　
申
請
書
に
会
則
な
ど
を
添
付
し
、

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
内
容
を
審

査
し
た
後
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載
し
ま
す
。

※
申
請
書
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
に

備
え
付
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

問
合
先

　
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）

　
市
で
は
、
市
民
と
活
動
団
体
お

よ
び
行
政
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
を
拠
点
に
団
体
間
の
連

携
・
交
流
を
図
る
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
『
い
ま
り
』
の
自
主
的
な
活
動

の
支
援
に
加
え
、
市
内
で
さ
ま
ざ

ま
な
公
益
的
な
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
る
団
体
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

■
市
民
活
動
と
は

　
営
利
を
目
的
と
せ
ず
、
市
民
の

自
主
性
・
自
発
性
に
基
づ
く
も
の

で
、
不
特
定
か
つ
多
数
の
人
の
利

益
増
進
の
た
め
の
活
動
を
い
い
ま

す
。
さ
ら
に
市
民
の
皆
さ
ん
に
対

し
て
開
か
れ
、
宗
教
や
政
治
を
目

的
と
し
な
い
活
動
を
い
い
ま
す
。

■
Ｐ
Ｒ
で
き
る
団
体

　
市
内
に
お
い
て
、
３
人
以
上
で

市
民
活
動
を
行
う
団
体
で
す
（
宗

教
団
体
や
政
治
団
体
、
企
業
団
体

は
除
き
ま
す
）。

↑市民活動団体の情報を取りま
とめたハンドブックと広報紙
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現
在
市
外
に
住
ん
で
い
て
、
Ｕ

Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
を
希
望
す
る
人
は
活

用
し
ま
せ
ん
か
。

●

対
　
象
　
①
〜
④
全
て
に
該
当

す
る
人

①
市
外
に
２
年
以
上
居
住
し
た

後
、
平
成
30
年
７
月
１
日
以
降

に
市
内
に
転
入
し
平
成
30
年
９

月
30
日
ま
で
に
市
内
の
中
小
企

業
な
ど
に
常
用
労
働
者
と
し
て

就
職
し
た
人

②
転
入
か
ら
６
カ
月
以
上
継
続
し

て
市
内
の
中
小
企
業
な
ど
に
就

業
し
、
以
降
継
続
し
て
長
期
の

就
業
の
意
思
を
有
す
る
人

③
転
入
日
時
点
で
40
歳
未
満
の
人

④
雇
用
保
険
、
健
康
保
険
、
厚
生

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人

※
転
勤
な
ど
に
よ
り
一
時
的
に
市

内
企
業
な
ど
に
就
業
す
る
人
や

新
規
就
農
支
援
に
係
る
公
的
補

助
を
受
け
て
い
る
人
、
公
務
員
、

市
税
な
ど
の
滞
納
者
は
対
象
外

※
平
成
30
年
10
月
以
降
に
転
入

し
、
就
業
す
る
人
に
対
す
る
奨

励
金
は
、
平
成
31
年
４
月
以
降

に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

●

奨
励
金
額  

１
人
に
つ
き
20
万
円

●

問
合
先

　
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課
商
工

振
興
係
（
　
☎
㉓
２
１
８
４
）

インフォメーション

ふ
る
さ
と
伊
万
里

就
業
奨
励
金
制
度

◆
用
途
地
域
の
変
更

●

変
更
個
所

▽
松
島
町
字
一
本
松
、
字
六
本
松
、

字
搦
の
一
部

《
変
更
原
案
の
閲
覧
》

●

期
　
間

　
８
月
３
日
（
金
）
〜
16
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く

●

場
　
所
　
都
市
政
策
課

《
説
明
会
》

●

日
　
時
　
８
月
９
日
（
木
）

　
午
後
７
時

●

場
　
所
　
伊
万
里
公
民
館

《
公
聴
会
》

●

日
　
時
　
８
月
23
日
（
木
）

　
午
後
７
時

●

場
　
所
　
伊
万
里
公
民
館

◆
公
聴
会
で
の
意
見
陳
述

　
意
見
陳
述
を
希
望
す
る
人
は
、

都
市
政
策
課
ま
た
は
説
明
会
の

場
所
に
備
え
付
け
て
い
る
所
定

の
様
式
に
、
意
見
の
要
旨
と
理

由
（
８
０
０
字
程
度
）
な
ど
を
記

入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●

提
出
期
限
　

８
月
16
日
（
木
）

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●

提
出
・
問
合
先

　
都
市
政
策
課
都
市
計
画
係

（
　
☎
㉓
２
４
７
６
）

都
市
計
画
用
途
地
域
変
更

原
案
の
説
明
会
・
公
聴
会

　
お
盆
に
行
わ
れ
る
精
霊
流
し
の

船
や
供
物
な
ど
を
回
収
す
る
た

め
、
時
間
と
場
所
を
指
定
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
８
月
15
日
（
水
）

午
後
７
時
〜
10
時

●

場
　
所

◆
流
す
こ
と
が
で
き
る
場
所

▽
伊
万
里
川
（
岩
栗
橋
か
ら
松
島

橋
ま
で
の
間
）

◆
祭
壇
を
設
置
し
て
い
る
場
所

▽
伊
万
里
川
（
船
屋
橋
下
流
の
川

落
と
し
合
戦
場
）

▽
伊
万
里
湾
岸
（
楠
久
津
漁
港
、

小
島
公
園
、
浦
ノ
崎
漁
港
）

※
川
や
海
に
は
流
さ
ず
に
祭
壇
に

供
え
て
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

　
環
境
課
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
係

（
　
☎
㉓
２
１
４
５
）

旧 玉屋

佐賀銀行

トンテントン
川落し合戦場

岩栗橋

船屋橋

松島橋

市
道
本
町
通
り
線

精
霊
流
し
は
時
間
と

場
所
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

伊
万
里
の
”
い
い
職
“
相
談
会 目

６
‐
６
０
）

●

問
合
先
　
観
光
課
伊
万
里
ブ
ラ

ン
ド
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
０
）

　
期
間
中
は
ホ
テ
ル
内
の
和
食
や

中
華
、
フ
レ
ン
チ
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
、
伊
万
里
牛
を
は
じ
め
伊
万
里

産
の
旬
の
野
菜
や
フ
ル
ー
ツ
な

ど
を
使
用
し
た
フ
ェ
ア
限
定
メ

ニ
ュ
ー
を
伊
万
里
焼
の
器
で
楽
し

め
ま
す
。

　
ま
た
、
館
内
に
は
、
伊
万
里
焼

風
鈴
や
貴
重
な
観
賞
用
の
伊
万
里

焼
を
多
数
展
示
す
る
な
ど
、
伊
万

里
が
誇
る
特
産
品
の
魅
力
を
随
所

で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

●

期
　
間
　
８
月
１
日
（
水
）
〜

９
月
30
日
（
日
）

●

場
　
所
　
西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ

ル
（
福
岡
市
中
央
区
大
名
２
丁

西
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
『
伊
万
里
フ
ェ
ア
』

　
市
内
で
の
就
業
を
希
望
す
る
大

卒
予
定
者
や
Ｕ
Ｉ
Ｊ
タ
ー
ン
希
望

者
な
ど
を
対
象
に
企
業
合
同
求
人

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

●

日
　
時
　
８
月
12
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
４
時

※
受
付
終
了
は
午
後
３
時

●

場
　
所
　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

内
　
容
　
市
内
の
企
業
15
社
程

度
に
よ
る
合
同
求
人
説
明
会

▽
第
１
部
　
参
加
企
業
に
よ
る
事

↑フェアで提供される料理の例

業
内
容
、
仕
事
内
容
な
ど
の
説
明

▽
第
２
部
　
個
別
相
談
会

※
移
住
・
定
住
に
関
す
る
相
談
コ
ー

ナ
ー
も
設
置
し
ま
す
。

●

参
加
費
　
無
　
料

●

問
合
先
　

▽
企
業
誘
致
・
商
工
振
興
課
商
工

振
興
係
（
　
☎
㉓
２
１
８
４
）

▽
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
伊
万
里

　（
☎
㉓
２
１
３
１
）

202018.8広報伊万里



インフォメーション

　
婚
姻
歴
の
な
い
ひ
と
り
親
世
帯

は
、
税
法
上
の
寡
婦
（
夫
）
控
除

が
適
用
さ
れ
ず
、
婚
姻
歴
の
あ
る

ひ
と
り
親
世
帯
と
比
べ
、
保
育
料

が
高
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
市
で
は
、
婚
姻
歴
の
な
い

ひ
と
り
親
世
帯
を
対
象
に
、
税
法

上
の
寡
婦
（
夫
）
控
除
が
適
用
さ

れ
る
も
の
と
し
て
保
育
料
を
算
定

す
る
『
寡
婦
（
夫
）
控
除
の
み
な

し
適
用
』
を
実
施
し
ま
す
。

●

適
用
時
期

　
９
月
分
の
保
育
料
か
ら

●

問
合
先

　
福
祉
課
保
育
係

（
　
☎
㉓
２
１
７
４
）

▼

は
篤
志
寄
付
で
す
。

　
市
で
は
、
伊
万
里
駅
な
ど
の
周

辺
の
景
観
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

歩
行
者
な
ど
の
安
全
な
通
行
を
確

保
す
る
た
め
、
放
置
自
転
車
の
調

査
と
撤
去
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
５
月
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
伊

万
里
駅
駐
輪
場
を
調
査
し
、
放
置

さ
れ
て
い
る
可
能
性
が
高
い
自
転

車
を
市
役
所
で
一
時
保
管
し
て
い

ま
す
。
心
当
た
り
が
あ
る
人
は
、

保
管
期
日
ま
で
に
連
絡
し
て
く
だ

さ
い
。
な
お
、
連
絡
が
な
い
場
合

は
、
市
で
廃
棄
処
分
し
ま
す
。

●

保
管
期
日
　
９
月
10
日
（
月
）

●

問
合
先  

企
業
誘
致
・
商
工
振
興

　
課
商
工
振
興
係（
　 

☎
㉓
２
１
８
４
）

放

置

自

転

車

を

一
時
保
管
し
て
い
ま
す

保
育
料
の
寡
婦
（
夫
）

控
除
み
な
し
適
用

　　
地
域
の
防
火
・
防
災
の
最
前
線
で

活
躍
す
る
消
防
団
員
が
、
日
ご
ろ

の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
す
。

●

日
　
時

　
８
月
19
日
（
日
）
午
前
８
時

※
雨
天
の
場
合
は
、
８
月
26
日

（
日
）
午
前
６
時
30
分
に
延
期

●

場
　
所

　
伊
万
里
消
防
署
訓
練
場

●

内
　
容
　
11
分
団
対
抗
小
隊
訓

練
競
技
大
会
（
４
年
に
１
度
開

催
）、
地
震
発
生
時
の
消
防
団
の

救
助
活
動
を
想
定
し
た
救
助
訓

練
ほ
か

●

問
合
先
　
消
防
調
整
課
消
防
団

係
（
　
☎
㉓
２
１
１
６
）

　●

時
　
期
　
９
月
（
開
催
日
は
地

域
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

●

場
　
所
　
各
町
（
地
区
）
公
民
館

※
伊
万
里
地
区
（
立
町
、
岩
立
）、
大

坪
地
区
、立
花
地
区
、大
川
内
町
、

東
山
代
町
は
各
自
治
公
民
館

●

対
象
者
　
昭
和
16
年
10
月
１
日

　
以
前
に
生
ま
れ
た
人

●

開
催
案
内

　
８
月
中
旬
頃
、
案
内
は
が
き
を

配
布
し
ま
す
。

※
自
治
公
民
館
で
開
催
す
る
地
域

は
、
別
途
案
内
し
ま
す
。

●

問
合
先

　
長
寿
社
会
課
高
齢
福
祉
・
介
護

認
定
係
（
　
☎
㉓
２
１
６
２
）

● 日　時　８月 25 日（土）午後２時
● 場　所　有田川河川敷（二里小学校前）
● 内　容
▷ゲームコーナー、将棋・オセロ大会、稚

魚の放流、親子釣り大会
※各競技の受付開始は午後１時 30 分
▷バザー、焼肉会、自衛隊による展示
▷伊万里農林高校カヌー部デモンストレー

ション競技、地元バンド演奏、るりこう
苑音楽クラブ演奏会、川東保育園児によ
る演技、二里町民演芸大会、ふたさと音
頭総おどり

▷わくわく抽選会
※抽選券は会場受け付けで午後２時
　配布開始（ペットボトルキャップ
　かアルミプルタブと引き換え）。
▷花火大会
※雨天時は花火大会のみ翌日に順延
● 問合先　二里公民館内 有田川カワニバ

ル実行委員会事務局（　 ☎㉓３０２４）

第 26 回 有田川カワニバル
市
消
防
団
夏
季
点
検

各
町
（
地
区
）
の

敬

老

会

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
６
月
１
日
〜
30
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼
一
千
万
円
　
松
尾
　
勝
馬

（
黒
川
町
福
田
）

　　
８
月
６
日
は
広
島
市
に
、
９
日

は
長
崎
市
に
原
爆
が
投
下
さ
れ
た

日
で
す
。
原
爆
で
多
く
の
人
が
犠

牲
に
な
り
、
今
も
後
遺
症
で
苦
し

ん
で
い
る
人
が
い
ま
す
。
ま
た
、

15
日
は
終
戦
記
念
日
で
す
。
戦
没

者
の
ご
め
い
福
と
、
恒
久
平
和
を

祈
念
す
る
た
め
、
１
分
間
の
黙
と

う
を
捧さ

さ

げ
ま
し
ょ
う
。

●

日
　
時

▽
８
月
６
日(

月)

午
前
８
時
15
分

▽
８
月
９
日(

木)

午
前
11
時
２
分

▽
８
月
15
日(

水)

正
午

※
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

●

問
合
先
　
総
務
課
行
政
係

（
　
☎
㉓
２
１
２
３
）

８
月
は
平
和
の
祈
り
を

燃えないごみは正しく分別を

　平成 28 年１月から、燃えないごみの分別
区分を変更していますが、まだ正しく分別
できていないごみが多く見受けられます。
　正しく分別できていないごみは収集でき
ません。適正なごみ出しにご協力ください。

◆赤　袋
ビン類のみ

（割れたものも可）

◆黄　袋
空き缶、金属類、ガラ
ス類、陶磁器、複合素
材、電球、割れた蛍光
灯など（ビン類以外の
燃えないごみ）

● 問合先　環境課リサイクル推進係
（ 　☎㉓２１４５）
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